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玄
春
の
屋
敷
「
嶬
動
館
」
は
お
よ
そ
四
百
坪
ほ
ど
の
敷
地
で
あ
る
。

そ
の
家
屋
の
面
積
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
か
な
り
広
い
庭
や
空
地

が
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
片
隅
を
耕
作
し
て
、
畑
と
し
て

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
お
り
、
秋
に

は
ブ
ド
ウ
棚
か
ら
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
親
類
や
友
人
に
く
ば
っ
て
い

ブ
（
〕
Ｏ

ま
た
ブ
タ
小
屋
に
は
、
一
四
頭
に
も
お
よ
ぶ
ブ
タ
が
飼
育
さ
れ
て
い

た
。
江
戸
時
代
表
向
き
は
四
足
獣
を
口
に
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
対
象
外
と
さ
れ
た
の
が
ウ
サ
ギ
と
ブ
タ
で
あ
る
。
飼
育
の
目
的
は

患
者
の
滋
養
、
強
壮
の
た
め
の
栄
養
補
給
物
、
あ
る
い
は
医
学
の
学
習

に
資
す
る
た
め
の
解
剖
実
験
用
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

野
菜
の
栽
培
と
ブ
タ
の
飼
育

玄
春
の
趣
味

玄
春
は
多
彩
な
趣
味
を
も
っ
て
い
た
。
関
本
氏
や
杉
本
氏
、
あ
る
い

は
高
嶋
氏
と
一
緒
に
釣
り
に
出
か
け
て
い
る
。
巻
菱
湖
の
習
字
用
の
手

本
を
大
石
氏
か
ら
借
用
し
て
手
習
い
に
専
念
し
た
。
二
代
将
棋
名
人

大
橋
宗
桂
に
弟
子
入
り
し
て
将
棋
を
愉
し
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
本
所
で
興
行
さ
れ
た
「
ハ
ル
ケ
ン
」
の
見
物
に
、
連
日
の

よ
う
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
見
世
物
雑
志
」
（
小
寺
玉
晁
）
に
よ
っ

て
、
こ
の
見
世
物
が
「
ヤ
マ
ア
ラ
シ
」
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
家

族
と
も
ど
も
花
見
に
で
か
け
た
り
、
寄
席
に
で
か
け
た
り
と
い
う
い
わ

ゆ
る
江
戸
の
「
行
動
文
化
」
の
体
現
者
と
し
て
の
添
田
家
の
人
々
の
様

子
が
み
え
る
。

坪
井
良
子

本
研
究
は
明
治
初
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
、
わ
が
国
に
お

け
る
義
肢
製
作
と
利
用
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
の
実
証
的
な
分
析
結

果
を
検
討
材
料
と
し
て
、
四
肢
切
断
者
の
生
活
問
題
が
い
か
に
解
決
さ

れ
て
き
た
か
を
た
ど
る
こ
と
で
、
戦
後
及
び
現
在
に
至
る
、
わ
が
国
独

自
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

全
体
は
五
章
構
成
で
、
序
章
に
続
く
、
第
Ｉ
章
四
肢
切
断
者
の
生
活

玄
春
の
発
掘
者
島
田
筑
波

現
在
ま
で
に
添
田
氏
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
は
、
昭
和
の
初
年
に
か

か
れ
た
島
田
筑
波
の
数
編
が
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
島
田
筑
波
（
一

八
八
六
’
一
九
五
一
）
は
茨
城
県
の
出
身
で
、
東
京
市
職
員
と
な
っ
て

「
東
京
市
史
稿
」
を
は
じ
め
『
御
府
内
備
考
」
や
『
本
郷
区
史
』
の
編
纂

に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
三
田
村
鳶
魚
や
森
銑
三
と
な
ら
ん
で
江
戸
学
の
先

駆
者
の
一
人
で
あ
る
。
一
時
は
日
本
医
史
学
会
会
員
で
も
あ
っ
た
の
で

毎
月
の
例
会
に
出
席
し
た
り
、
と
き
に
は
講
演
者
と
し
て
発
表
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
昭
和
八
年
五
月
に
は
「
江
戸
時
代
の
医
家
漫
談
」
、
同
一

○
年
二
月
に
は
「
中
村
中
保
と
其
一
族
」
と
題
し
て
二
回
の
例
会
発

表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
義
肢
装
着
者
の
生
活
援
護
史
研
究

（
二
○
○
二
年
三
月
例
会
）
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問
題
の
提
起
と
義
肢
の
出
現
で
は
、
近
化
社
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
四
肢
切
断
者
が
移
動
を
い
ざ
り
車
や
杖
に
よ
っ
て
な
し
た

が
、
義
肢
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
義
肢
に
は

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
変
化
と
と
も
に
、
機
能
性
と
装
飾
性
、
経
済
性
が
求
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
成
立
過
程
を
明
確
に
し
た
。
第
Ⅱ
章
義

肢
装
着
者
の
生
活
社
会
問
題
化
と
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
の
形
成
で
は
、

戦
争
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
、
労
働
能
力
を
失
っ
た
戦
傷
者
の
生
活
問

題
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
、
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
過
程
と
義
肢

製
作
技
術
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
切
断
者
の
生
活
支
援

制
度
と
し
て
経
済
的
保
護
か
ら
社
会
的
保
護
へ
の
転
換
の
重
要
性
を
指

摘
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
一
二
年
の
義
肢
調

査
で
は
義
肢
を
実
際
に
利
用
し
て
い
る
者
は
時
々
利
用
を
含
め
て
一

六
・
○
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
義
肢
製
作
の
未
熟
さ
と
日
本
の
生
活
様

式
を
考
慮
し
て
い
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。
一
方
、
諸
外
国
の
視
察
に
よ

っ
て
鉄
道
労
災
に
よ
る
障
害
者
に
対
す
る
負
傷
者
職
業
教
育
を
実
施
す

る
先
駆
的
な
働
き
が
み
ら
れ
、
機
能
義
肢
の
開
発
が
主
張
さ
れ
た
が
定

着
し
な
か
っ
た
。
恩
賜
の
義
肢
は
軍
人
と
し
て
の
役
割
か
ら
心
理
的
・

社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
義
肢
の
啓

蒙
と
定
着
の
た
め
の
役
割
を
果
た
し
た
。
第
Ⅲ
章
義
肢
装
着
者
の
生
活

問
題
と
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
の
展
開
で
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
障
害

者
な
ら
び
に
日
中
戦
争
以
後
の
負
傷
者
の
罹
災
者
保
護
と
、
そ
の
人
々

を
再
起
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
実
践
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
戦
線
で
の

第
一
線
か
ら
内
地
の
陸
軍
病
院
で
の
対
応
に
至
る
一
貫
し
た
有
機
的
連

携
の
も
と
に
診
療
体
制
が
整
え
ら
れ
、
障
害
を
も
つ
人
の
残
存
能
力
を

活
用
す
る
試
み
が
実
践
さ
れ
た
。
障
害
者
が
社
会
的
に
再
起
で
き
る
力

と
意
欲
を
引
き
出
し
職
業
を
も
っ
て
自
立
が
可
能
な
職
業
再
教
育
の
実

施
と
支
援
過
程
、
さ
ら
に
環
境
整
備
と
共
存
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、

義
肢
研
究
・
製
作
の
体
系
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
義
肢
は
装
飾

義
肢
が
主
で
あ
っ
た
が
、
職
業
に
従
事
す
る
た
め
の
能
動
義
肢
、
作
業

用
義
肢
の
研
究
が
な
さ
れ
、
職
種
ご
と
の
作
業
用
義
肢
の
研
究
と
製
作

が
開
始
さ
れ
、
欧
米
で
の
義
肢
と
遜
色
の
な
い
程
度
に
ま
で
達
す
る
事

が
で
き
た
。
一
九
四
三
年
義
肢
の
第
二
回
利
用
調
査
で
は
「
常
時
使
用
」

「
時
々
使
用
」
合
わ
せ
て
八
六
・
九
％
の
利
用
率
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
義
肢
研
究
と
義
肢
装
着
訓
練
、
義
肢
製
作
技
術
の
進
歩
に
他
な
ら
な

い
。
障
害
の
急
性
期
か
ら
の
治
療
と
訓
練
、
職
業
再
教
育
と
心
理
的
相

談
、
回
復
期
の
機
能
訓
練
、
精
神
指
導
の
制
度
が
成
立
し
た
。
ま
た
委

託
療
養
、
居
宅
医
療
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
立
職
業
補
導
所
、

道
府
県
職
業
補
導
所
で
は
職
業
指
導
を
担
当
す
る
職
業
顧
問
、
心
理
状

況
に
応
じ
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
も
実
施
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
の
職
業
調

査
で
は
、
有
職
業
者
が
九
一
・
七
％
を
占
め
、
適
職
に
あ
る
と
し
た
者

が
八
○
％
を
超
え
た
。
障
害
者
の
九
○
％
以
上
が
職
業
に
従
事
し
、
社

会
的
に
適
応
で
き
た
こ
と
は
、
医
療
・
教
育
・
心
理
・
社
会
・
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
終

章
で
は
、
考
察
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
記
し
、
義
肢
装
着
者
の
生

活
問
題
の
特
色
と
義
肢
製
作
技
術
の
変
化
、
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
の
仕

組
み
と
義
肢
装
着
訓
練
の
変
化
を
あ
ら
た
め
て
明
確
に
し
、
義
肢
装
着

者
の
生
活
援
護
に
つ
い
て
三
側
面
か
ら
考
察
を
行
い
残
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
記
し
た
。
（
二
○
○
二
年
五
月
例
会
）


